2022年5月13日
船橋市長　松戸徹　様　←組合へは、伊藤英彦理事長となります
要望書
　　　　　　　　　　　　　　　（住所）　千葉県船橋市市場3－2－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（氏名） 「流域治水の会 船橋」
　　　　       代表　山田素子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
海老川上流地区の土地区画整理事業について、以下のように要望いたします。
回答は○月○日までにお願いいたします。

１. 流域に浸水被害が出ない、安全な計画に改めてください。
２. 住民の同意のない開発は違法です。必要な手続きを行ってください。
３. 海老川上流地区を、浸水被害を起こさない、魅力的な町にしましょう。
１. 流域に浸水被害が出ない、安全な計画に改めてください。
＜理由＞
１）海老川上流地区は低地であるため、長い年月、豪雨の時は周辺の土地や川から溢れた水を受け入れ、降雨もため込む遊水地の役割を果たしてきました。そのおかげで海老川の水位は上がらず、下流域をはじめとする流域は洪水から守られてきました。
その土地を全面盛り土で埋め立てると、豪雨の時は行き場を失った水が濁流となって流域を襲います。現計画で予定している盛り土による河川流出量33万～45万㎥は、小さなダムに匹敵する水量。そのダムが決壊して押し寄せるイメージです。事業地内に造られる約5.3万㎥の調整池では、到底洪水は防げません。
　　　詳しくは石崎勝義・意見書をご覧ください。
２）100年に一度、200年に一度の雨量でシミュレーションを。
　1時間100ミリの雨が珍しくない時代、市が行った50年に一度の雨量（9時間221ミリ）のシミュレーションでは事業の安全性は証明できません。この雨量はすでに船橋は経験済みで（2013年10月、9時間225ミリ、葛南土木事務所提供データ）、このとき、飯山満川、木戸川、駒込川の3つが氾濫しています。
　　　資料①は過去3年間に、100年に一度以上の雨が降った場所（関東のみ）を示したものです。その数は3000カ所以上
に上り、50年に一度の雨量のシミュレーションでは不十分なことは明らかです。
２.住民の同意のない開発は違法です。必要な手続きを行ってください。
①都市計画決定や盛土の許可を得たからといって、開発者が個人の財産を侵害していいということにはなりません（そんな権限はありません）。開発者は被災する可能性のある住民の同意を得てください。
②財産権の侵害が予想される住民、事業者に、事前に損失補償を行ってください。それなくして開発は行えません。
<理由>

法的根拠の詳細は、熊本一規・意見書をご覧ください。
３.海老川上流地区を、浸水被害を起こさない、魅力的な町にしましょう。
＜理由＞

１）海老川水系は令和3年9月1日、県の流域治水プロジェクト（国から住民まで、すべての関係者が総力を挙げて洪水を防ぐ）に指定されました。つまり開発はその水防理念に基いて行われなければなりません。
２）同地区の遊水地としての特性を残しつつ、全国から注目を集める魅力的な町づくりは可能です。親水公園、グリーンインフラ、高床式建築など、それを実現する方法は色々あります（石崎勝義・意見書参照）。
　　　船橋アンデルセン公園が、駅から遠くてもたくさんのお客を集め、東京ディズニーランド、ディズニーシ―に次ぐ全国第3位の人気を誇り、かつ自然を生かした公園としては全国トップであることから、海老川上流地区の可能性は無限です。
　　　行政と地権者、住民などが知恵を出し合った、地球温暖化を踏まえた、安全で経済効果も見込める町づくりを求めます。
�中間結果。引き続き調査中です。





